
 

 
 

 

 

 

 

 

【 学校生活の充実等について 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知市立十津小学校 

２０２３．１．１９ 

第 ３２号 

心豊かな子 

自ら学ぶ子 

たくましい子 

学校通信 

○ 「分かる」「家庭で勉強」に「そう思う」「やや

そう思う」と回答した割合が児童は高く、保護者

は低くなっています。特に、「そう思う」の回答

の割合に大きく差があります。保護者の方から、 

・分からないことを聞けず、分からないまま帰っ

てきて宿題ができないときがあります。 

・今日習ったであろう内容の宿題がとけないの

で、授業についていけていないのかと不安に思

い、放課後にフォローしてもらっています。 

等のご意見もありました。教職員が分かる楽しい

授業実践に努めるのはもちろん、授業参観や通信

等で学習の状況を伝える機会を設けること、宿題

やの量内容、取組方法を工夫すること等に取り組

んでいきたいと思います。 

○ 児童からの意見に、、 

 ・タブレットの機能を多くする。 

 ・ロイロノートを使うと授業がより進むと思う。。 

等、タブレットの使用についての記述がありまし

た。効果的な使用について検討し、取組を進めて

いきたいと思います。 

〇「あなたは友だちと仲良く生活していますか」に肯定的に答えている児童の割合は昨年度と同じ 96.6%で、保護者か

らも 95.0％と高い割合で肯定的な回答をいただきました。一方で児童の 3.4％、保護者の 5.0％が否定的な回答をし

ていることにも注目しなければなりません。児童からは、 

 ・みんなでなかよくして、いじめなどをみんなでなくす。 

 ・しっかり認めたり、励まし合ったりしたらいいと思う。 

 ・友達と仲良くして、分からないところがあったら助け合う。 

 ・みんなが自分の意見をきちんと言う。 

 など、心がけていきたいことについて、たくさんの意見が書かれていました。友達と仲良く生活したいという子どもた

ちの願いの表れだと感じます。私たち教職員も、児童の様子や変化にアンテナを張り、良さやがんばりを認め励ましな

がら見守るとともに、日々の出来事や児童の間でのトラブルへのこまめな対応を継続し、仲良しアンケートによる実態

の把握や個別面談等にも取り組みながら、自分も周りの友達も大切にする仲の良い集団作りを進めていきます。 

○ 児童、地域の方々からは、イベントや行事の再開を求める意見も出されていました。感染予防をしながらの実施につ

いてはいろんな制約はありますが、実施に向けできる工夫をしながら行事等の取組を考えていきたいと思います。 
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〇「あなたは、学校生活が楽しいで

すか。」の問いに対して肯定的に答

えている児童は83.0%で、昨年度

の91.8％から低下しています。児

童に学校生活の楽しさについて尋

ねていますが、楽しさの要因は何

かを探ることが大切です。自由記

述からは、 

 ・月に何回か、全校のみんなで遊

ぶ時間が欲しい。 

 ・低学年とも交流する機会を作っ

たらいい。 

 ・何か祭りやわくわくするイベン

トをしたい。 

   等の意見が出されていました。日頃

から子どもたちの思いをより的確

に理解するよう努めるとともに、

こうしたアンケートでは実態を把

握しやすい質問を工夫したいと思

います。また、否定的に回答した

児童が 17％いることをしっかり

と受け止め、より楽しい学校づく

りを目指します。 

 

 


